
　災害時、電気やガスなどライフライ
ンが途絶する一方で、災害を原因とす
る負傷者の発生に伴い医療需要は高ま
ります。従って病院には発災直後の被
害を抑え、可能な限り早期復旧するこ
とが求められます。
　また災害時に求められる役割は、病
院によって異なります。その役割に応
じた医療気風を明らかにし、ハードと
ソフトの両面にわたる備えを用意して
おくことが大切です。

　このハード・ソフト両面にわたる備え
こそ、BCPの中に位置付けられるべき
ものです。BCPの策定の流れを右中の

図に示したように、地域の災害特性を
踏まえた被害状況や、必要とされる医
療レベルなどの想定を行い、自院がど
のような医療を提供するのかを設定し
ます。災害時の人の役割や動き、保有
施設をどう使うか、必要な設備は何か、
などを検討します。さらに、想定の状
況で訓練を実施してBCP内容を検証し、
そこで課題が見えてくればフィードバッ
クします。こうした一連の流れを繰り返
し、スパイラルアップすることで、より
実効性の高いBCPが策定できます。

　清水建設では立地の災害リスクを評
価し、建物の耐震性やインフラの状況

などを総合的に診断します。必要に応
じて詳細診断を行い、それらの結果
を踏まえて、設定した災害時の医療機
能にふさわしい施設・設備や運用まで、
BCPを提案します。

　立地による災害リスクを総合的に評
価し、病院が目指す災害時の役割を果
たせるような建物・設備を整備した事例
を紹介します。
　医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか
医療センター（埼玉県朝霞市、446床）
では、災害時の入院患者の治療継続を
目標として、様々な災害対策技術を組
み合わせて施設整備を行いました。例
えば近隣の河川からの浸水リスクを低
減するため、1階床の高さを周辺地盤
より高くして防潮堤を設置。また、地
震の揺れによる人や医療機器などの被
害を小さくするために、免震構造を採
用しました。合わせて、電気や水など

の供給ができる設備を整えました。

　災害拠点病院では、2019年3月まで
にBCP策定とそれに基づく研修・訓練を
実施することが、指定要件に加わりま
した。今後BCP策定の流れは、災害拠
点病院以外にも広がっていくものと思
われます。
　こうした流れをいち早く実践している

のが、医療法人堀尾会熊本託麻台リハ
ビリテーション病院です。堀尾会では
2018年5月にBCPを策定しました。
　清水建設はこのBCPマニュアルの作
成とそれに基づく震災対策訓練を一貫
して支援しました。東日本震災後に、
都立多摩総合医療センター・小児総合
医療センターで同業務を実施した経験
を持つ当社が、発災時の職員参集ルー
ルや、震災対策訓練のシナリオなど、
病院が検討するべき事項を抽出し、具
体的に推進できるようにサポートしまし
た。
　このように、清水建設は最先端の災
害に対する技術を駆使した建物をつく
ることにとどまらず、その性能を発揮す
るための運営のノウハウを合わせて提
供し、病院のBCPをトータルに支援して
まいります。

病院のBCPは
自院の役割設定から BCP診断に基づき

具体的な対策を提案

熊本市内のリハビリ病院で
マニュアル作成と訓練実施を支援

様々な技術を駆使して
災害に強い病院をつくる

災害多発時代です。活動期に入ったと言われる地震による災害、豪雨や台風による
風水害、……と、立地に応じた災害リスクの想定が重要です。医療機関がその想定
に基づき作成すべき備えが事業継続計画（BCP）です。連載第2回では、災害に備
えようとする医療機関の取り組みを、私たちが施設面だけでなく運営面からも支援し
た事例を紹介します。

施設と運営の両面から災害に備える
病院運営の経験を生かしBCPマニュアル策定まで支援
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　当院は、地域住民に対して可能な限り
の医療の提供をしながら早期復旧を目指
すBCPを策定しました。熊本大地震の際
より厳しい被害状況を想定した訓練を通
じて、災害に対する意識付けができたこと、
そして病院内のスタッフのコミュニケーショ
ンをより高める機会となったことが良かっ
た、と思いました。
　清水建設には、BCP勉強会からマニュ
アル作成、震災対策訓練まで、一貫して

支援してもらえました。今後もこのような
活動を通して安全安心な建物をつくってほ
しいと思います。 （談）
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①
火災検知
→防火設備の
　連動制御

③
煙を排出
（減圧）

②
水平防火
区画遮煙

③
空気を取り込む
（加圧）

④
避難誘導用
エレベーター

火災エリア 一次避難エリア
水平防火区画

①「シミズ火災フェイズ管理型防災システム」で防火設備の起動を素早く自
動的に行う　②水平防火区画で火災の拡大を防ぐ　③空気の陰陽圧制御で
煙の侵入を防ぐ「シミズハイブリッド防排煙システム」　④非常用エレベー
ターを「避難誘導用エレベーター」として設計

災害時の入院治療継続を設定した病院BCPの例
CASE  医療法人社団武蔵野会TMGあさか医療センター

「病院火災避難サポートシステム」
COLUMN   シミズのBPC技術

熊本大地震からB C Pの重 要 性を実 感

interview
医療法人堀尾会・理事長に聞く

CASE  医療法人社団武蔵野会TMGあさか医療センター
災害時の治療継続を想定した移転新築プロジェクトの例

清水建設  病院づくり 検 索

● 医療機関の災害対策と復旧に要する時間

● シミズの総合防災診断システム

● BCP策定の流れ

水害対策のため1階床を周辺地盤より高く設定

熊本託麻台リハビリテーション病
院での震災対策訓練の様子　
■1 エレベーター停止を想定した患
者移送訓練　
■2 夜間発災を想定した少ない人
員による震災対策本部の立ち上げ
訓練

病棟避難は自力で移動できない人
が多く、階段を使った避難が困難
です。出火階に火災の影響を受け
にくい「一時避難エリア」をつくり、
ベッド搬送などにより避難できるよ
うにすることが重要です。「病院火
災避難サポートシステム」は、火災
対策技術を組み合わせ、入院患者
の避難をサポートする仕組みです。

医療法人堀尾会
理事長

平田 好文 氏
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